
「ウマレル」「ムカエル」のあかりが内湾に映り込み、
新たな夜の景観を形成させることに成功した

気仙沼復興に向けて地域貢献を実現させる、「照明性能計画」による安心安全な、気仙沼の修景形成の実現

みんなで造る内湾の魅力を再発見するあかりのガイドライン

官民共同
みんなで造る内湾の景観

「気仙沼あかりものがたり」景観整備に向けて

「気仙沼が好きになる」
「気仙沼に住みたくなる」
「気仙沼に帰る」
「気仙沼を散策したくなる」
そんな街を目指します！

■散策したくなるあかり
　約 50 ～100 ｍ間隔で配置
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高台の
出入り口を認識

■暗闇を無くすあかり
空間の境界を認識させる

■地上構造物の共有化

■あかりの色味の統一
約 2500 ～ 3000K の
黄色い光

■内湾に映り込むあかり
海に映り込む照明を積極的に考慮
する。

建物周りの暗闇を無くし、防犯性を高
める。通常の投光器照明は行わない。
店舗などでの人気を感じるあかりは発
見を促す歩きたく街の要素となる。

内湾地区ではあかりの色味を統一さ
せることによって印象に残る新たな夜
の景観が形成される。

交差点などでの信号灯と照明の共化、
電柱に設置される防犯灯も内湾地区
では統一させる。

内湾に面した施設の照明の
色味は統一させる

「ウマレル」「ムカエル」の駐車場など
では奥に照明を配置し、暗闇を無くす
照明を実現た

建物奥のあかり
空間の認知を促進し、
駐車場の防犯性を高めている

高台避難誘導

内湾に面した電柱の種類を再検討し、
設置される防犯灯は地域の景観に考
慮したデザインを選定するう。
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高台避難誘導

内湾に映り込あかり

「散策したくなる夜の内湾」

暗闇を無くし
散策したくなるあかりを
建物周りに設置

建物周りには、
防犯性を確保する照明を設置し、
電柱の防犯灯を極力無くす。

防潮堤付近の電柱は
スペックを再検討する。

暖かみのある光に包まれる内湾

新たな内湾のシンボルを通して、
魅力を再発見する光

「地域の住民が散策したくなる
夜の景観形成」


